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令和4年2月市議会建設水道委員会資.料

第12号議案令和3年度長崎市一般会計補正予算(第24号)
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【繰越明許費】予算説明書

4款衛生費 3項上水道費

事業名

水道事業

会計繰出金

52ページ~53ページ

1目上水道費

金

1 繰越明許費の対象事業

・7K道管路の耐震化事業 73,700千円

(7K道管路の耐震化事業費の財源内訳)

予算現額

額

支出予定額

千円

294,794

繰越明許額

国庫支出金

通常事業分(平成27年度~平成29年度の平均事業費)

財

221,094

千円

73,700

源

地方債

国庫補助金※

V3

千円

139,900

内

その他

※国庫補助:フK道管路緊急改善事業

2 繰越事由

日本水道協会品質認証取得に係る神東塗料憐の不適切行為により、ダクタイル鋳鉄管

等資材の一部が出荷自粛となったことから、工事の一時中断及ぴ資材の入荷遅延が発生

し、工事の年度内完成が困難となったことにより繰越すもの。

訳

66,200

千円

一般財源

73,700

千円

154β94

水道事業

2/3

154β94

3 不適切行為の内容

ア神東塗料総が規格と異なる試験条件により得られた試験結果を用いて日本水道協会

の認証を取得していた。

イ神東塗料欄の製品の一部が日本水道協会規格で規定されていない原料を使用してぃ

^0

上積事業分

市負担

2/3

ν3 ν4 3/4
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4 繰越対象工事

番号

①

②

草住町(径500粍)配水管布設工事

③

新戸町2丁目(径600・200粍)配水管布設工事

新小が倉1丁目・新小が倉2丁目(径600粍)配水管布設

工事

④

⑤

宝町(径900粍)配水管布設工事

工事名称

琴海大平町ほか(径 200・150・100・75 ・50 粍)送・配水

管布設工事

5 工事スケジュール

上記工事番号

①~④

6

⑤

経過

年月

令和3年度

令和4年1月11日

R3.6.23~R4.3.11

日

工

R3.フ.15~R4.3.15

期

^ーー

令和 4年1月12日

R3.9.1 ~R4.3.15

0ダクタイル鋳鉄管に使用される合成樹脂塗料の規格認証につい

て、神東塗料鵬(兵庫県尼崎市)による不適切行為があったこ

とが判明。

0認証者である日本水道協会が関連製品の出荷及ぴ使用自粛を要

令和4年1月14日

~17日

R3.9.1 ~R4.3.11

^

R3.8.4~R4.3.11

ーーー(R4.4月末完了予定)

ーーーーーー(R4.6月末完了予定)

0上下水道局発注で施工中の22件の工事について、該当する資材

を用いた工事の施工見合わせを指示。

令和4年1月18日

令和4年度

内

0日本水道協会において、安全性が確認できた資材の使用自粛が

順次解除された。

0主要な材料(直管)の出荷及ぴ使用自粛が解除されたため、エ

事を見合わせていた22件の工事業者に工事再開を指示。

・13件(現工期内に完成予定)

・ 4件(工期延長が必要であるが年度内完成予定)

・ 5件(材料入荷の遅延などの影響により繰越予定)
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【参考】

項目

水道事業会計繰出金内訳表

補

内

企業債利息

訳

助

児童手当

金

国庫補助対象事業
(簡易水道再楯推進事業分)

内

出
宋給水地区無水源簡易水道
事業

簡易水道事業(旧町地区分)

容

基幹水道構造物の耐震化事業

児童手当の給付に要する経費の一部

資

水道管路の耐震化事業

国庫補助対象事業(飛地区域簡易水道・
給水区域内無水源地域簡易水道)

算

水道施設統合整備事業に係る利子償還金の1/2

企業債償還金

浄水場・配水池等の基幹水道構造物の耐
震化事業

定

金

簡易水道事業に係る利子償還金のν2ほか

補助金計

、.

水道管路の耐震化亭業

3歳朱満は、支給額15,000円のうち8,000円
(フ,000円は事業主負担)他年齡は全額

方

①

園庫補助対魚事業
(簡易水道再編推進事業分)

法

簡易水道事業 U日町地区分)

国庫補助対象事業費の1/3

3年度
現計予算

対象事業費の1/4

10,057

対象事業費の1/4

10,808

水道施設統合整備事業
に係る元金償還金の1/2

出資金計

10,109

簡易水道事業に係る
元金償還金の1/2ほか

計

②

30,974

(①+②)

21,200

45,000

73,700

53,455

70,465

263,820

294,794
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